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Ⅰ 調査の概要 

１．調査の目的 

こ の調査は、男女が互いに尊重し あい、個性と 能力を十分に発揮でき る男女共同参画社会の実現

を目指し 、様々な取組を進めていく ために策定し た基本計画「 ひがし まつやま共生プラ ン」 の見直

し や、 今後の市の男女共同参画を推進する上での資料と するために実施し まし た。  
 
 

２．調査の対象 

満 18 歳以上の市民 · · · · · · · · ·  2, 000 名 
 
 

３．調査期間 

令和 6 年 9 月 11 日から 令和 6 年 9 月 27 日まで 
 
 

４．調査方法 

郵送配布、 郵送回収またはイ ンタ ーネッ ト 回答 
 
 

５．有効回答件数 

有効回答件数 · · · · · · · · · · · · · · ·  988 件（ 内、 郵送： 743 件・ イ ンタ ーネッ ト 回答： 245 件）  

有効回答率 · · · · · · · · · · · · · · ·  49. 4％ 
 
 

６．数値等に係る基本的な考え方 

（ １ ） 回答は各質問の回答者数（ ｎ ） を基数と し た百分率（ ％） で示し てあり ます。 また、 小数点

以下第 2 位を四捨五入し ているため、 内訳の合計が 100. 0％になら ない場合があり ます。  

（ ２ ） 複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対し てどのく ら いの比率であるかと いう 見方

になるため、 回答比率の合計が 100. 0％を超える場合があり ます。  

（ ３ ） ク ロス集計の場合、 無回答が含まれないため、 ク ロス集計の有効回答数（ ｎ ） の合計と 単純

集計（ 全体） の有効回答数が合致し ないこ と があり ます。 また、 回答数が小さ いも のについて

は、 比率が動きやすく 分析には適さ ないため、 ｎ が 20 未満の回答はコ メ ント をし ません。  

（ ４ ） 調査結果を図表にて表示し ていますが、 グラ フ 以外の表は、 最も 高い割合のも のを太字・ 斜

体で強調し ています。（ 無回答・ その他・ 特にない等を除く ）  

（ ５ ） グラ フ 中の選択肢で回答がなかっ た場合、 見やすさ を優先し て（ 0. 0％） 表記を省略し てい

ます。  

（ ６ ） 表記中の「  」 で括ら れた項目は設問に対する回答を表し 、『  』 で括ら れた項目は複数の

回答項目「  」 を合わせたも のです。  

（ ７ ） 調査結果を図表にて表示し ていますが、グラ フ 以外の表は、最も 高い割合のも のを太字にし

ています。（ その他・ 特になし ・ 無回答を除く ）  
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Ⅱ 調査結果 

１．回答者について 

（１）性別 

問１．あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

 
回答者の自認性別は、「 女性」 が 55. 0％、「 男性」 が 43. 2％、「 その他／回答し ない」 が 0. 7％と な

っ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢 

問２．あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

 
回答者の年齢は、「 70 歳代以上」 が 31. 9％と 3 割を超えて高く 、「 30 歳代」 から「 60 歳代」 にかけ

て１ 割台と なっ ており 、「 18 歳・ 19 歳」 と 「 20 歳代」 は１ 割を切っ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職業等 

問３．あなたの職業は次のうちどれにあたりますか。（主なものに○は１つ） 

 
回答者の主な職業等は、「 無職」 が 31. 8％と 3 割を超えて最も 高く 、 次いで「 会社員」（ 23. 9％）、

「 パート ・ アルバイ ト 」（ 16. 6％） が続いており 、 それ以外の項目はいずれも 1 割未満と なっ ていま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

全体 (988)
0.7

5.4 23.9 4.0 16.6 4.5
2.8

7.1 31.8
2.3

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農林業 自営業 会社員

公務員 パート・アルバイト 契約社員・派遣社員

学生 家事・育児・介護に専業 無職

その他 無回答

ｎ=

全　体 (988) 2.1 6.2 11.2 13.1 17.0 17.8 31.9 0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳・19歳 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

ｎ=

全体 (988) 55.0 43.2
0.7

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性 男性 その他／回答しない 無回答
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（４）世帯構成 

問４．あなたの世帯は次のうちどれにあたりますか。（○は１つ） 

 
回答者の世帯構成は、「 ２ 世代世帯（ 親と 子など）」 が 48. 4％と 4 割半ばを超えて最も 高く 、 次い

で「 夫婦・ パート ナーのみ」（ 27. 5％）、「 ひと り 暮ら し 」（ 13. 5％） が続いています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

ｎ=

全体 (988) 13.5 27.5 48.4 7.0 2.6
1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ひとり暮らし 夫婦・パートナーのみ

２世代世帯（親と子など） ３世代世帯（祖父母・父母・子など）

その他 無回答
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２．男女平等に関する意識について 

（１）男女の地位の意識状況 

問５．あなたのまわりでは、次の場面で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（項目ごとに○は１つずつ） 

 
男女の地位の意識状況は、 すべての項目で『 男性が優遇』（「 男性が優遇さ れている」 と「 どちら か

と いえば男性が優遇さ れている」の計）が『 女性が優遇』（「 どちら かと いえば女性が優遇さ れている」

と 「 女性が優遇さ れている」 の計） を大き く 上回っ ており 、 特に〔 ④政治の場〕 が 69. 0％、〔 ⑥社会

通念・ 習慣・ し き たり など〕 が 67. 7％、〔 ⑧社会全体〕 が 66. 8％と 6 割半ばをこ えて高く なっ ていま

す。 特に「 男性が優遇さ れている」 は〔 ④政治の場〕 で 29. 4％と 約 3 割、〔 ⑥社会通念・ 習慣・ し き

たり など〕 で 20. 2％と 2 割を占めて高く なっ ています。  

また、「 平等である」 は〔 ①家庭生活〕（ 43. 2％） と 〔 ③学校教育の場〕（ 43. 7％） で 4 割を超えて

高く なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n＝(988)

①家庭生活 40.0 7.2

②職場 38.5 7.6

③学校教育の場 12.0 2.7

④政治の場 69.0 1.2

⑤法律や制度の上で 44.5 6.0

67.7 2.5

⑦地域活動の場(自治会等) 42.7 4.2

⑧社会全体 66.8 3.6

『男性が
優遇』

『女性が
優遇』

⑥社会通念・習慣・しきたり
　など

8.3

9.9

1.8

29.4

11.3

20.2

9.2

12.4

31.7

28.6

10.2

39.6

33.2

47.5

33.5

54.4

43.2

32.0

43.7

11.3

28.3

15.9

30.8

16.5

4.9

5.9

2.1

0.8

4.4

1.8

3.1

2.5

2.3

1.7

0.6

0.4

1.6

0.7

1.1

1.1

7.5

16.9

35.5

15.0

18.1

11.4

19.7

10.9

2.1

5.0

6.0

3.5

3.0

2.4

2.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性が優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている

平等である どちらかといえば女性が優遇されている

女性が優遇されている わからない

無回答
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【性別】 

性別でみると 、 いずれの項目でも 女性・ 男性と も に『 男性が優遇』 の割合が高く 、〔 ④政治の場〕、

〔 ⑥社会通念・ 習慣・ し き たり など〕、〔 ⑧社会全体〕 は女性で 7 割台、 男性で 6 割台を占めていま

す。 また、『 男性が優遇』 はいずれの項目でも 女性が男性を、『 女性が優遇』 はいずれの項目でも 男性

が女性を上回っ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『女性が優遇』

①家庭生活

②職場

③学校教育の場

④政治の場

⑤法律や制度の上で

⑦地域活動の場(自治会等)

⑧社会全体

⑥社会通念・習慣・しきたりなど

6.0

6.3

1.3

0.8

4.6

2.1

3.6

1.9

8.4

9.4

4.6

1.9

7.7

3.3

4.9

5.9

0 20 40 60 80 100

女性(n=543)

男性(n=427)

（％）

『男性が優遇』

46.4

41.1

12.7

72.2

50.8

70.9

46.1

72.6

32.1

35.9

11.2

66.1

37.7

65.1

39.1

60.7

020406080100（％）
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（２）「男は仕事、女は家庭」という考え方 

問６．あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どのように思いますか。（○は１つ） 

 
「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 考え方については、『 賛成』（「 賛成」 と 「 どちら かと いえば賛成」

の計） が 14. 3％、『 反対』（「 どちら かと いえば反対」 と 「 反対」 の計） が 46. 9％と なっ ており 、『 反

対』 が『 賛成』 を 32. 6 ポイ ント 大き く 上回っ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別・年齢別】 

性別でみると 、 男女と も に『 反対』 が『 賛成』 を大き く 上回っ ていますが、『 反対』 は〔 女性〕 が

51. 7％と 5 割を超えて、〔 男性〕（ 41. 2％） を 10. 5 ポイ ント 上回っ ています。  

年齢別でみると 、『 反対』 は年齢が低いほど高い傾向にあり 、 40 歳未満で 5 割半ばを超えており 、

30 歳未満の年齢で 6 割台と 高く なっ ています。 一方、『 賛成』 は 20 歳以上の年齢でいずれも 1 割台

を占めています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

全体 (988) 14.3 46.9

女性 (543) 11.3 51.7

男性 (427) 17.8 41.2

その他／回答しない (21) 28.6 57.2

18歳・19歳 (61) 9.5 66.6

20歳代 (111) 14.8 63.9

30歳代 (129) 12.6 55.8

40歳代 (168) 13.2 47.3

50歳代 (176) 15.5 45.8

60歳代 (176) 10.8 43.8

70歳以上 (315) 16.8 41.5

年
齢
別

性
別

『賛成』 『反対』

2.3

1.5

3.0

6.6

0.9

2.3

2.4

1.1

2.5

12.0

9.8

14.8

28.6

9.5

8.2

11.7

10.9

13.1

9.7

14.3

35.4

34.8

37.0

19.0

21.3

28.8

37.2

36.9

42.0

36.5

22.2

24.1

19.9

14.3

19.0

18.0

24.3

20.2

24.4

21.6

22.5

24.7

27.6

21.3

42.9

47.6

45.9

31.5

27.1

21.4

22.2

19.0

3.3

2.2

4.0

14.3

4.8

2.7

2.3

1.8

3.4

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答

ｎ=

全体 (988) 14.3 46.9

『賛成』 『反対』

2.3 12.0 35.4 22.2 24.7 3.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答
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【性年齢別】 

性年齢別でみると 、『 賛成』 は、《 女性》 の〔 20 歳代〕（ 20. 6％）、《 男性》 の〔 50 歳代〕（ 23. 9％）

と 〔 70 歳以上〕（ 21. 0％） で 2 割を超えて高く なっ ています。 一方、『 反対』 は《 女性》 の〔 20 歳代〕

（ 64. 7％） と 〔 30 歳代〕（ 63. 9％） で 6 割を超えて高く なっ ています。 また、「 どちら でも ない」 は

《 女性》 の 40 歳以上、《 男性》 の 30 歳以上で 3 割半ばを超えて最も 高く なっ ています。  

 

 

《女性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ｎが少ないもの（本調査では 20 人未満とする）については、記述の対象としません。 

  

ｎ=

男性全体 (427) 17.8 41.2

18歳・19歳 (8) 25.0 37.5

20歳代 (27) 7.4 62.9

30歳代 (35) 14.3 40.0

40歳代 (55) 12.7 47.2

50歳代 (67) 23.9 35.8

60歳代 (92) 15.2 41.3

70歳以上 (143) 21.0 37.8

『賛成』 『反対』

男
性
年
齢
別

3.0

3.7

2.9

3.6

3.0

2.2

3.5

14.8

25.0

3.7

11.4

9.1

20.9

13.0

17.5

37.0

25.0

29.6

45.7

36.4

38.8

38.0

35.7

19.9

14.8

14.3

23.6

20.9

18.5

22.4

21.3

37.5

48.1

25.7

23.6

14.9

22.8

15.4

4.0

12.5

3.6

1.5

5.4

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば反対 反対 無回答

ｎ=

女性全体 (543) 11.3 51.7

18歳・19歳 (13) 0.0 84.6

20歳代 (34) 20.6 64.7

30歳代 (72) 11.1 63.9

40歳代 (72) 13.9 47.3

50歳代 (99) 9.1 53.6

60歳代 (83) 6.0 45.8

70歳以上 (168) 13.1 45.2

女
性
年
齢
別

『賛成』 『反対』

1.5

8.8

1.4

2.0

1.2

9.8

11.8

11.1

12.5

7.1

6.0

11.9

34.8

15.4

14.7

22.2

37.5

36.4

47.0

37.5

24.1

30.8

20.6

30.6

18.1

27.3

24.1

22.6

27.6

53.8

44.1

33.3

29.2

26.3

21.7

22.6

2.2

2.8

1.4

1.0

1.2

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらともいえない

どちらかといえば反対 反対 無回答
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（３）男女共同参画に関する言葉の認知度 

問７．あなたは次の言葉を知っていますか。（項目ごとに○は１つずつ） 

 
男女共同参画に関する言葉の認知度について、『 知っ ている』（「 よく 知っ ている」 と 「 だいたいの

意味はわかる」 の計） は、〔 ⑨ド メ スティ ッ ク・ バイ オレンス〕 が 84. 3％と 8 割半ば近く で最も 高く 、

次いで〔 ④育児休業・ 介護休業法〕（ 73. 0％）、〔 ⑩デート Ｄ Ｖ 〕（ 69. 1％）、〔 ③男女雇用機会均等法〕

（ 66. 4％）、〔 ⑦ジェ ンダー〕（ 65. 2％） が 6 割半ばを超えて続いています。  

一方、「 知ら ない」 は〔 ⑪東松山市配偶者暴力相談支援センタ ー〕 が 64. 1％、〔 ②東松山市男女共

同参画推進条例〕 が 63. 6％で 6 割を超えて高く 、 次いで〔 ⑥困難な問題を抱える女性への支援に関

する法律〕（ 57. 8％） が 5 割半ばを超えて続いています。  

また、「 聞いたこ と がある」 は〔 ⑤女性活躍推進法〕 が 35. 1％と 3 割半ばを占めて最も 高く なっ て

います。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n＝(988)

48.9 24.4

10.9 63.6

66.4 9.9

73.0 5.1

27.8 34.9

15.9 57.8

65.2 9.2

52.4 16.5

84.3 3.7

69.1 13.5

15.0 64.1

34.6 37.4

『知って
いる』

「知ら
ない」

⑥困難な問題を抱える女性への支援に
　関する法律（困難女性支援法）

⑨ドメスティック・バイオレンス
　（ＤＶ：配偶者・家族等からの暴力）

⑪東松山市配偶者暴力相談支援センター

⑫パタニティ・ハラスメント
　（育休を取得する男性へのいやがらせ）

⑩デートＤＶ
　（交際相手からの暴力）

①男女共同参画社会

②東松山市男女共同参画推進条例

③男女雇用機会均等法

④育児休業・介護休業法

⑤女性活躍推進法

⑦ジェンダー
　（社会的・文化的につくられた性別）

⑧仕事と生活の調和
　（ワーク・ライフ・バランス）

11.2

2.0

22.3

24.7

6.2

2.7

21.1

18.2

37.4

27.9

4.1

9.9

37.7

8.9

44.1

48.3

21.6

13.2

44.1

34.2

46.9

41.2

10.9

24.7

25.2

23.5

21.4

19.9

35.1

24.0

23.5

28.2

10.5

15.8

18.8

26.4

24.4

63.6

9.9

5.1

34.9

57.8

9.2

16.5

3.7

13.5

64.1

37.4

1.5

2.0

2.3

2.0

2.2

2.3

2.1

2.8

1.4

1.6

2.0

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

よく知っている だいたいの意味はわかる 聞いたことがある

知らない 無回答
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【前回調査比較】 

前回調査と 比較すると 、『 知っ ている』 は、〔 ⑦ジェ ンダー〕 が 19. 9 ポイ ント 、〔 ⑧仕事と 生活の調

和〕 が 7. 2 ポイ ント 、 前回調査から 増加し ています。 反対に〔 ⑤女性活躍推進法〕 が 7. 4 ポイ ント 、

〔 ③男女雇用機会均等法〕 が 6. 7 ポイ ント 、 前回調査から 減少し ています。  

一方、「 知ら ない」 は〔 ⑦ジェ ンダー〕 が 24. 7 ポイ ント 、〔 ⑧仕事と 生活の調和〕 が 10. 0 ポイン

ト 、 前回調査から 減少し ています。 反対に〔 ⑤女性活躍推進法〕 が 10. 5 ポイ ント 、〔 ⑪東松山市配偶

者暴力相談支援センタ ー〕 が 6. 0 ポイ ント 、 前回調査から 増加し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「知らない」

①男女共同参画社会

③男女雇用機会均等法

④育児休業・介護休業法

⑤女性活躍推進法

⑦ジェンダー

⑧仕事と生活の調和

⑩デートＤＶ

⑪東松山市配偶者暴力
相談支援センター

⑫パタニティ・ハラスメント

②東松山市男女共同参画推進条例

⑥困難な問題を抱える女性への
支援に関する法律

⑨ドメスティック・バイオレンス

24.4

63.6

9.9

5.1

34.9

57.8

9.2

16.5

3.7

13.5

64.1

37.4

23.5

60.6

7.2

6.6

24.4

33.9

26.5

4.6

58.1

0 20 40 60 80 100

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）

※「 ⑥困難な問題を抱える女性への支援に関する法律」 「 ⑩デート Ｄ Ｖ 」

「 ⑫パタ ニティ ・ ハラ スメ ント 」 は令和６ 年度の新規追加項目

『知っている』

48.9

10.9

66.4

73.0

27.8

15.9

65.2

52.4

84.3

69.1

15.0

34.6

48.7

13.8

73.1

69.5

35.2

45.3

45.2

84.5

18.8

020406080100（％）
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【性別】 

性別でみると 、『 知っ ている』 は、〔 ①男女共同参画社会〕 が 10. 8 ポイ ント 、〔 ③男女雇用機会均等

法〕 が 9. 1 ポイ ント 、 男性が女性を上回っ ています。 反対に〔 ⑩デート Ｄ Ｖ 〕 が 7. 4 ポイ ント 、 女性

が男性を上回っ ています。  

一方、「 知ら ない」 は〔 ①男女共同参画社会〕 が 10. 2 ポイ ント 、〔 ③男女雇用機会均等法〕 が 5. 6

ポイ ント 、 女性が男性を上回っ ています。 反対に〔 ⑪東松山市配偶者暴力相談支援センタ ー〕 が 5. 5

ポイ ント 、 男性が女性を上回っ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「知らない」

①男女共同参画社会

③男女雇用機会均等法

④育児休業・介護休業法

⑤女性活躍推進法

⑦ジェンダー

⑧仕事と生活の調和

⑩デートＤＶ

⑪東松山市配偶者暴力
相談支援センター

⑫パタニティ・ハラスメント

⑥困難な問題を抱える女性への
支援に関する法律

②東松山市男女共同参画推進条例

⑨ドメスティック・バイオレンス

28.9

64.1

12.2

5.0

35.9

56.5

11.0

17.9

5.2

12.7

61.7

37.8

18.7

63.0

6.6

4.9

32.8

59.3

6.6

15.0

1.9

14.5

67.2

37.0

0 20 40 60 80 100

女性(n=543)

男性(n=427)

（％）

『知っている』

44.2

9.8

62.8

73.5

27.1

16.8

66.9

52.9

83.8

72.3

16.6

33.7

55.0

12.9

71.9

72.1

28.6

14.5

63.4

52.2

84.7

64.9

13.1

35.9

020406080100（％）
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３．家庭生活について 

（１）男女が家事等に参加しやすくするために必要なこと 

問８．今後、男女がともに家事、育児、介護、地域活動（以下、家事等）に参加しやすくするために、 

どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

 
男女が家事等に参加し やすく するために必要なこ と は、「 夫婦や家族間でのコ ミ ュ ニケーショ ンを

良く 図る」 が 71. 6％と 7 割を超えて最も 高く 、 次いで「 男性が家事等に参加するこ と に対する男性

自身の抵抗感をなく す」（ 60. 6％）、「 労働時間短縮や休暇制度、 テレワーク などの多様な働き 方を普

及するこ と で、 仕事以外の時間をより 多く 持てるよう にする」（ 59. 9％）、「 男性による家事等につい

て、 職場や周囲の理解を高める」（ 53. 5％） が 5 割を超えて続いています。  

前回調査と 比較すると 、5 ポイ ント 以上差がある項目はあり ませんが、「 労働時間短縮や休暇制度、

テレワーク などの多様な働き 方を普及するこ と で、仕事以外の時間をより 多く 持てるよう にする」 が

4. 6 ポイ ント 、「 年配者や周囲の人が、 夫婦の役割分担について当事者の考えを尊重する」 が 4. 4 ポ

イ ント 、 前回調査より 増加し ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

夫婦や家族間でのコミュニケーションを良く図る

男性が家事等に参加することに対する男性自身の抵抗感
をなくす

男性による家事等について、職場や周囲の理解を高める

年配者や周囲の人が、夫婦の役割分担について当事者の
考えを尊重する

社会の中で、男性による家事等についても、その評価を
高める

その他

無回答

男性が家事等を行うための、仲間（ネットワーク）づくり
を進める

男性が家事等に参加することに対する女性の抵抗感を
なくす

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどの多様な働き方を
普及することで、仕事以外の時間をより多く持てるようにする

71.6

60.6

59.9

53.5

49.4

42.4

28.3

18.4

5.2

2.2

75.5

59.6

55.3

51.0

45.0

44.7

29.8

21.4

5.3

1.6

0 20 40 60 80

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）
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【性別・性年齢別】 

性別でみると 、男女と も に「 夫婦や家族間でのコ ミ ュ ニケーショ ンを良く 図る」 が最も 高く なっ て

います。 また、 いずれの項目も〔 女性〕 が〔 男性〕 を上回っ ており 、 特に「 年配者や周囲の人が、 夫

婦の役割分担について当事者の考えを尊重する」 が 11. 4 ポイ ント 、「 男性による家事等について、職

場や周囲の理解を高める」 が 11. 3 ポイ ント と 10 ポイ ント 以上差がついています。  

性年齢別でみると 、すべての性年齢で「 夫婦や家族間でのコ ミ ュ ニケーショ ンを良く 図る」 が 6 割

を超えて高く 、 特に《 女性》 の〔 40 歳代〕 では 8 割に達し ています。 また、《 女性》 の〔 50 歳代〕 と

〔 60 歳代〕、《 男性》 の〔 70 歳以上〕 では「 男性が家事等に参加するこ と に対する男性自身の抵抗感

をなく す」、《 男性》 の〔 20 歳代〕 と 〔 30 歳代〕 では「 労働時間短縮や休暇制度、 テレワーク などの

多様な働き 方を普及するこ と で、仕事以外の時間をより 多く 持てるよう にする」 が最も 高く なっ てい

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ｎが少ないもの（本調査では 20 人未満とする）については、記述の対象としません。 

   

（単位:％）

n

男性が家

事等に参

加するこ

とに対す

る男性自

身の抵抗

感をなく

す

男性が家

事等に参

加するこ

とに対す

る女性の

抵抗感を

なくす

夫婦や家

族間での

コミュニ

ケーション

を良く図

る

年配者や

周囲の人

が、夫婦

の役割分

担につい

て当事者

の考えを

尊重する

社会の中

で、男性

による家

事等につ

いても、そ

の評価を

高める

男性によ

る家事等

につい

て、職場

や周囲の

理解を高

める

労働時間短縮

や休暇制度、

テレワークな

どの多様な働

き方を普及す

ることで、仕

事以外の時間

をより多く持

てるようにす

る

男性が家

事等を行

うための、

仲間（ネッ

トワーク）

づくりを

進める

その他 無回答

全　体 (988) 60.6 28.3 71.6 49.4 42.4 53.5 59.9 18.4 5.2 2.2

女性 (543) 63.2 31.7 73.7 54.5 46.0 58.6 61.5 21.0 5.3 2.0

男性 (427) 56.9 24.1 68.1 43.1 37.9 47.3 57.8 15.0 4.9 2.6

その他／回答しない (7) 57.1 28.6 71.4 42.9 42.9 71.4 71.4 14.3 14.3 0.0

女性全体 (543) 63.2 31.7 73.7 54.5 46.0 58.6 61.5 21.0 5.3 2.0

18歳・19歳 (13) 69.2 30.8 84.6 38.5 69.2 76.9 61.5 46.2 7.7 0.0

20歳代 (34) 50.0 20.6 79.4 67.6 41.2 52.9 70.6 14.7 14.7 0.0

30歳代 (72) 61.1 31.9 77.8 59.7 45.8 61.1 73.6 19.4 6.9 0.0

40歳代 (72) 52.8 18.1 80.6 54.2 40.3 55.6 63.9 22.2 9.7 0.0

50歳代 (99) 69.7 34.3 67.7 57.6 50.5 65.7 60.6 22.2 4.0 2.0

60歳代 (83) 75.9 31.3 68.7 51.8 47.0 53.0 60.2 20.5 2.4 2.4

70歳以上 (168) 60.7 38.7 72.6 50.6 44.6 57.1 54.8 19.6 3.0 4.2

男性全体 (427) 56.9 24.1 68.1 43.1 37.9 47.3 57.8 15.0 4.9 2.6

18歳・19歳 (8) 75.0 37.5 62.5 37.5 37.5 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0

20歳代 (27) 40.7 18.5 70.4 33.3 44.4 59.3 77.8 18.5 0.0 3.7

30歳代 (35) 34.3 28.6 74.3 31.4 40.0 51.4 74.3 14.3 8.6 0.0

40歳代 (55) 52.7 25.5 69.1 45.5 40.0 50.9 58.2 9.1 7.3 1.8

50歳代 (67) 50.7 25.4 64.2 44.8 43.3 50.7 56.7 17.9 7.5 1.5

60歳代 (92) 54.3 22.8 66.3 46.7 30.4 46.7 60.9 13.0 2.2 1.1

70歳以上 (143) 70.6 23.1 69.2 44.1 37.8 41.3 49.0 17.5 4.9 4.9

男
性
年
齢
別

性
別

女
性
年
齢
別
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４．就業・仕事について 

（１）女性の働き方についての考え方 

問９．女性の働き方について、あなたの考え方は次のどれに近いですか。（近いもの１つに○） 

 
女性の働き 方についての考え方については、「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ ム

で仕事を続ける」 が 27. 7％、「 結婚や出産にかかわら ず、 仕事を続ける」 が 27. 6％と 2 割半ばを超え

て高く 、「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける」（ 24. 1％） も 2 割を超え

ています。  

前回調査と 比較すると 、5 ポイ ント 以上差がある項目はあり ませんが、「 結婚や出産にかかわら ず、

仕事を続ける」が 4. 3 ポイ ント 、「 子育ての時期だけ一時やめ、その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける」

が 3. 8 ポイ ント 、 前回調査より 増加し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

今回調査(R6) (988)

前回調査(R1) (966)

27.6

23.3

24.1

20.3

27.7

29.1

7.2

9.8

2.6

3.0

0.6

0.3

7.9

5.7

2.2

8.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまでは仕事をして、子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまでは仕事をして、結婚後は家事に専念する

仕事はしない

その他

無回答
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【性別・年齢別】 

性別でみると 、「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ ムで仕事を続ける」 は〔 女性〕

が 32. 2％と 3 割を超えており 、〔 男性〕（ 22. 0％） を 10. 2 ポイ ント 上回っ ています。 反対に「 子育て

の時期だけ一時やめ、その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける」 は〔 男性〕（ 28. 1％） が〔 女性〕（ 21. 4％）

を 6. 7 ポイ ント 上回っ ています。  

年齢別でみると 、「 結婚や出産にかかわら ず、 仕事を続ける」 は 30～50 歳代の年齢で 3 割を超え

て最も 高く なっ ています。 また、「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ ムで仕事を続け

る」 はいずれの年齢でも 2 割半ばを超えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

全体 (988)

女性 (543)

男性 (543)

その他／回答しない (7)

18歳・19歳 (21)

20歳代 (61)

30歳代 (111)

40歳代 (129)

50歳代 (168)

60歳代 (176)

70歳以上 (315)

性
別

年
齢
別

27.6

29.1

25.8

28.6

19.0

21.3

33.3

31.8

32.1

23.3

25.7

24.1

21.4

28.1

33.3

19.7

25.2

22.5

19.6

24.4

26.7

27.7

32.2

22.0

28.6

33.3

29.5

26.1

27.9

30.4

29.5

25.4

7.2

6.1

8.7

14.3

6.6

4.5

4.7

4.2

8.0

10.2

2.6

3.1

1.6

14.3

1.6

2.7

0.8

2.4

5.4

0.6

0.9

0.2

1.6

0.9

0.8

0.6

0.6

0.3

7.9

5.9

10.1

28.6

19.7

7.2

10.9

9.5

11.4

1.9

2.2

1.3

3.5

0.8

1.2

2.8

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまでは仕事をして、子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまでは仕事をして、結婚後は家事に専念する

仕事はしない

その他

無回答
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【性年齢別】 

性年齢別でみると 、《 女性》 では 30～40 歳代の年齢では「 結婚や出産にかかわら ず、 仕事を続け

る」 が、 50～60 歳代の年齢では「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ ムで仕事を続け

る」 が 3 割半ばを超えて最も 高く なっ ています。《 男性》 では、〔 50 歳代〕 で「 結婚や出産にかかわ

ら ず、 仕事を続ける」 が 3 割半ば、〔 30 歳代〕 で「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はフ ルタ イ ム

で仕事を続ける」 が 4 割を占めて、 他の男性年齢より も 高く なっ ています。  

 

 

《女性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《男性》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｎ=

男性全体 (427)

18歳・19歳 (8)

20歳代 (27)

30歳代 (35)

40歳代 (55)

50歳代 (67)

60歳代 (92)

70歳以上 (143)

男
性
年
齢
別

25.8

25.0

25.9

25.7

27.3

35.8

27.2

19.6

28.1

12.5

18.5

40.0

25.5

26.9

23.9

32.2

22.0

25.0

22.2

17.1

20.0

19.4

22.8

24.5

8.7

37.5

3.7

2.9

7.3

3.0

9.8

11.9

1.6

2.9

1.5

3.5

0.2

1.8

10.1

29.6

11.4

16.4

11.9

12.0

2.1

3.5

1.8

1.5

4.3

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ｎ=

女性全体 (543)

18歳・19歳 (13)

20歳代 (34)

30歳代 (72)

40歳代 (72)

50歳代 (99)

60歳代 (83)

70歳以上 (168)

女
性
年
齢
別

29.1

15.4

17.6

37.5

34.7

30.3

18.1

31.5

21.4

46.2

20.6

19.4

20.8

15.2

25.3

22.0

32.2

38.5

35.3

30.6

33.3

37.4

37.3

26.2

6.1

8.8

5.6

2.8

5.1

6.0

8.3

3.1

2.9

2.8

1.4

2.0

6.5

0.9

2.9

1.4

1.0

1.2

0.6

5.9

11.8

2.8

6.9

8.1

10.8

1.8

1.3

1.0

1.2

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

結婚や出産にかかわらず、仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける

子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまでは仕事をして、子どもができたら家事や子育てに専念する

結婚するまでは仕事をして、結婚後は家事に専念する

仕事はしない

その他

無回答
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（２）男女が仕事と家庭の両立をするために必要な条件 

問 10．男女が共に仕事と家庭の両立をするには、どのような条件が必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
男女が仕事と 家庭の両立を するために必要な条件は、「 家族や周囲の理解と 協力があるこ と 」 が

65. 2％と 6 割半ばに達し 最も 高く 、 次いで「 代替要員の確保など、 育児休業・ 介護休業制度を利用で

き る職場環境をつく るこ と 」（ 63. 0％）、「 給与等の男女格差をなく すこ と 」（ 58. 8％）が続いています。  

前回調査と 比較すると 、「 給与等の男女格差をなく すこ と 」 が 14. 7 ポイ ント 、「 在宅勤務やフ レッ

ク スタ イ ム制度など、柔軟な勤務制度を導入するこ と 」 が 5. 1 ポイ ント 、前回調査より 増加し ていま

す。 反対に「 地域の保育施設や保育時間の延長など保育を充実するこ と 」 が 7. 7 ポイ ント 、 前回調査

より 減少し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

家族や周囲の理解と協力があること

代替要員の確保など、育児休業・介護休業制度を
利用できる職場環境をつくること

給与等の男女格差をなくすこと

在宅勤務やフレックスタイム制度など、柔軟な
勤務制度を導入すること

育児休業・介護休業中の賃金その他の経済的支援
を充実すること

育児や介護のために退職した人をもとの会社で
再雇用する制度を導入すること

地域の保育施設や保育時間の延長など保育を充実
すること

年間労働時間を短縮すること

家事や育児を行う能力を高めること

職業上、必要な知識・技術等の職業訓練を充実
すること

その他

無回答

65.2

63.0

58.8

52.9

52.6

51.2

45.0

39.1

19.4

17.9

3.9

1.8

63.3

64.7

44.1

47.8

48.9

53.3

52.7

41.0

17.3

14.0

2.9

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）
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【性別・性年齢別】 

性別でみると 、「 職業上、 必要な知識・ 技術等の職業訓練を充実するこ と 」「 その他」 以外の項目は

いずれも 〔 女性〕 が〔 男性〕 を上回っ ており 、 特に「 家族や周囲の理解と 協力があるこ と 」 が 12. 9

ポイ ント 、「 給与等の男女格差をなく すこ と 」 が 8. 3 ポイ ント 、「 年間労働時間を短縮するこ と 」 が

6. 2 ポイ ント 、「 在宅勤務やフ レッ ク スタ イ ム制度など、 柔軟な勤務制度を導入するこ と 」 が 5. 3 ポ

イ ント と 5 ポイ ント 以上差がついています。  

性年齢別でみると 、すべての性年齢で「 家族や周囲の理解と 協力があるこ と 」 が 5 割以上で高く 、

特に《 女性》 は 30 歳代以上の年齢で 6 割半ばを超えています。 また、《 女性》 の〔 30 歳代〕 は「 給

与等の男女格差をなく すこ と 」、「 代替要員の確保など、育児休業・ 介護休業制度を利用でき る職場環

境をつく るこ と 」、「 在宅勤務やフ レッ ク スタ イ ム制度など、柔軟な勤務制度を導入するこ と 」、「 家族

や周囲の理解と 協力があるこ と 」 の 4 項目で 7 割を超えています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ｎが少ないもの（本調査では 20 人未満とする）については、記述の対象としません。 

 

   

（単位:％）

n

給与等

の男女

格差を

なくすこ

と

年間労

働時間

を短縮

すること

代替要員の

確保など、

育児休業・

介護休業制

度を利用で

きる職場環

境をつくる

こと

育児や介護

のために退

職した人を

もとの会社

で再雇用す

る制度を導

入すること

育児休業・

介護休業中

の賃金その

他の経済的

支援を充実

すること

地域の保育

施設や保育

時間の延長

など保育を

充実するこ

と

在宅勤務や

フレックスタ

イム制度な

ど、柔軟な

勤務制度を

導入するこ

と

職業上、必

要な知識・

技術等の職

業訓練を充

実すること

家族や

周囲の

理解と

協力が

あること

家事や

育児を

行う能

力を高

めること

その他 無回答

全　体 (988) 58.8 39.1 63.0 51.2 52.6 45.0 52.9 17.9 65.2 19.4 3.9 1.8

女性 (543) 62.2 41.8 64.8 52.7 54.5 47.0 55.4 17.5 70.7 19.7 3.5 1.5

男性 (427) 53.9 35.6 60.7 49.2 50.1 42.9 50.1 18.3 57.8 18.7 4.2 2.3

その他／回答しない (7) 57.1 28.6 57.1 42.9 42.9 28.6 71.4 0.0 57.1 14.3 28.6 0.0

女性全体 (543) 62.2 41.8 64.8 52.7 54.5 47.0 55.4 17.5 70.7 19.7 3.5 1.5

18歳・19歳 (13) 69.2 38.5 53.8 46.2 76.9 38.5 69.2 7.7 69.2 15.4 0.0 0.0

20歳代 (34) 61.8 55.9 58.8 50.0 67.6 44.1 67.6 11.8 50.0 23.5 11.8 0.0

30歳代 (72) 72.2 61.1 76.4 47.2 65.3 52.8 72.2 18.1 73.6 25.0 4.2 0.0

40歳代 (72) 65.3 47.2 62.5 48.6 63.9 40.3 56.9 15.3 75.0 19.4 6.9 0.0

50歳代 (99) 66.7 43.4 67.7 56.6 56.6 52.5 58.6 17.2 67.7 23.2 3.0 2.0

60歳代 (83) 53.0 28.9 69.9 50.6 45.8 44.6 53.0 16.9 71.1 13.3 2.4 2.4

70歳以上 (168) 57.7 33.9 58.9 57.1 44.0 47.0 42.9 20.8 73.8 17.9 1.2 2.4

男性全体 (427) 53.9 35.6 60.7 49.2 50.1 42.9 50.1 18.3 57.8 18.7 4.2 2.3

18歳・19歳 (8) 25.0 50.0 75.0 62.5 62.5 25.0 50.0 12.5 87.5 25.0 0.0 0.0

20歳代 (27) 51.9 37.0 48.1 33.3 48.1 25.9 48.1 18.5 55.6 22.2 3.7 3.7

30歳代 (35) 51.4 42.9 65.7 37.1 60.0 34.3 68.6 22.9 48.6 20.0 14.3 0.0

40歳代 (55) 60.0 27.3 58.2 34.5 49.1 50.9 54.5 21.8 65.5 23.6 3.6 1.8

50歳代 (67) 46.3 40.3 53.7 44.8 46.3 38.8 56.7 22.4 55.2 19.4 6.0 0.0

60歳代 (92) 50.0 33.7 62.0 55.4 51.1 44.6 48.9 15.2 54.3 17.4 4.3 1.1

70歳以上 (143) 60.1 35.0 64.3 58.0 49.0 46.9 42.0 16.1 59.4 16.1 1.4 4.9

男
性
年
齢
別

性
別

女
性
年
齢
別
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５．社会参加について 

（１）女性が政策・方針を決定する場に進出するために必要なこと 

問 11．女性が、政策・方針を決定する場に進出するために、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

 
女性が政策・ 方針を決定する場に進出するために必要なこ と は、「 家事や子育て、 介護などを、 男

女がバラ ンスよく 分かち合う こ と 」 が 66. 2％と 6 割半ばを超えて最も 高く 、 次いで「「 男は仕事、 女

は家庭」 などと いう 性別役割分担意識を解消するこ と 」（ 60. 0％）、「 女性自身が、 政策・ 方針を決定

する場に参画するこ と への関心を高めるこ と 」（ 44. 5％） が続いています。  

前回調査と 比較すると 、 あまり 大き な差はあり ませんが、「 家事や子育て、 介護などを、 男女がバ

ラ ンスよく 分かち合う こ と 」 が 3. 6 ポイ ント 、「 男性が男女共同参画について学ぶ機会を充実さ せる

こ と 」 が 3. 1 ポイ ント 、 前回調査より 増加し ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

家事や子育て、介護などを、男女がバランスよく
分かち合うこと

「男は仕事、女は家庭」などという性別役割分担
意識を解消すること

女性自身が、政策・方針を決定する場に参画する
ことへの関心を高めること

男性が男女共同参画について学ぶ機会を充実
させること

自治会など地域団体の長や役員に女性を増やすこと

女性の学習・研修・能力開発をする機会を充実
させること

その他

無回答

66.2

60.0

44.5

32.9

29.5

27.1

5.0

1.2

62.6

60.2

45.4

29.8

29.4

25.9

3.0

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）
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【性別・性年齢別】 

性別でみると 、 男女と も に「 家事や子育て、 介護などを、 男女がバラ ンスよく 分かち合う こ と 」 が

最も 高く なっ ています。 また、「 家事や子育て、 介護などを、 男女がバラ ンスよく 分かち合う こ と 」

が 13. 4 ポイ ント 、「「 男は仕事、 女は家庭」 などと いう 性別役割分担意識を解消するこ と 」 が 7. 5 ポ

イ ント 、〔 女性〕 が〔 男性〕 を上回っ ています。 反対に「 自治会など地域団体の長や役員に女性を増

やすこ と 」 が 9. 1 ポイ ント 、「 女性自身が、 政策・ 方針を決定する場に参画するこ と への関心を高め

るこ と 」 が 5. 1 ポイ ント 、〔 男性〕 が〔 女性〕 を上回っ ています。  

性年齢別でみると 、《 男性》 の〔 50 歳代〕 では「「 男は仕事、 女は家庭」 などと いう 性別役割分担

意識を解消するこ と 」、〔 70 歳以上〕 では「 女性自身が、 政策・ 方針を決定する場に参画するこ と へ

の関心を高めるこ と 」が最も 高く なっ ています。それ以外の性年齢では「 家事や子育て、介護などを、

男女がバラ ンスよく 分かち合う こ と 」 が最も 高く 、 特に《 女性》 の 30 歳代以上の年齢で 7 割を超え

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ｎが少ないもの（本調査では 20 人未満とする）については、記述の対象としません。 

   

（単位:％）

n

自治会な
ど地域団
体の長や
役員に女
性を増や
すこと

家事や子
育て、介護
などを、男
女がバラ
ンスよく分
かち合う
こと

女性の学
習・研修・
能力開発
をする機
会を充実
させるこ
と

男性が男
女共同参
画につい
て学ぶ機
会を充実
させるこ
と

女性自身

が、政策・

方針を決定

する場に参

画すること

への関心を

高めること

「男は仕

事、女は家

庭」などと

いう性別役

割分担意識

を解消する

こと

その他 無回答

全　体 (988) 29.5 66.2 27.1 32.9 44.5 60.0 5.0 1.2

女性 (543) 25.6 72.2 27.1 34.3 42.4 63.2 4.1 1.1

男性 (427) 34.7 58.8 26.9 30.9 47.5 55.7 5.6 1.4

その他／回答しない (7) 28.6 57.1 28.6 0.0 42.9 71.4 28.6 0.0

女性全体 (543) 25.6 72.2 27.1 34.3 42.4 63.2 4.1 1.1

18歳・19歳 (13) 7.7 61.5 23.1 30.8 46.2 84.6 0.0 0.0

20歳代 (34) 32.4 64.7 23.5 20.6 35.3 58.8 14.7 0.0

30歳代 (72) 23.6 72.2 25.0 34.7 43.1 68.1 4.2 0.0

40歳代 (72) 20.8 75.0 18.1 40.3 40.3 63.9 2.8 0.0

50歳代 (99) 21.2 74.7 27.3 33.3 42.4 61.6 3.0 2.0

60歳代 (83) 22.9 74.7 26.5 32.5 42.2 55.4 3.6 1.2

70歳以上 (168) 32.1 70.2 33.3 35.7 44.6 64.9 3.6 1.8

男性全体 (427) 34.7 58.8 26.9 30.9 47.5 55.7 5.6 1.4

18歳・19歳 (8) 37.5 50.0 37.5 25.0 50.0 37.5 0.0 0.0

20歳代 (27) 11.1 66.7 22.2 14.8 25.9 55.6 7.4 3.7

30歳代 (35) 22.9 68.6 31.4 28.6 37.1 51.4 14.3 0.0

40歳代 (55) 30.9 63.6 16.4 32.7 30.9 60.0 9.1 0.0

50歳代 (67) 31.3 55.2 26.9 23.9 35.8 61.2 6.0 0.0

60歳代 (92) 35.9 60.9 23.9 32.6 53.3 58.7 4.3 2.2

70歳以上 (143) 44.1 53.8 32.2 36.4 62.2 51.7 2.8 2.1

男
性
年
齢
別

性
別

女
性
年
齢
別
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６．暴力について 

（１）ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）についての意識状況 

問 12．次の①～⑨のようなことが配偶者等（事実婚や別居中を含む）や、交際相手の間で行われた 

場合、それをどのように感じますか。あなたの考えに近いものを選んでください。 

（項目ごとに○は１つずつ） 

 
Ｄ Ｖ についての意識状況は、すべての項目で「 どんな場合でも 暴力にあたる」 が 5 割を超えて最も

高く 、 特に〔 ⑧いやがるのに性的な行為を強要する〕（ 87. 4％） と 〔 ①平手で叩いたり 、 足で蹴っ た

り する〕（ 86. 3％） は 8 割半ばを超えています。 反対に「 暴力にあたると は思わない」 は、〔 ③何を言

っ ても 、 長期間無視をし 続ける〕（ 7. 8％） と〔 ⑦交友関係を制限し たり 、 携帯電話等を細かく 確認し

たり する〕（ 5. 7％） で 5％を超えています。  

また、「 暴力にあたる場合も そう でない場合も ある」 は〔 ③何を言っ ても 、 長期間無視をし 続ける〕

（ 35. 5％） と 〔 ⑦交友関係を制限し たり 、 携帯電話等を細かく 確認し たり する〕（ 33. 3％） で 3 割を

超えて高く なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n＝(988)

⑨必要な生活費を渡さないなど、経済的に
　弱い立場に立たせる

④大声で脅す、怒鳴る

⑤ドアや壁を蹴る、物を投げる

⑥大切にしている物を壊す・捨てる

⑦交友関係を制限したり、携帯電話等を
　細かく確認したりする

⑧いやがるのに性的な行為を強要する

①平手で叩いたり、足で蹴ったりする

②突き飛ばす

③何を言っても、長期間無視をし続ける

86.3

79.3

53.8

71.5

77.0

72.4

58.0

87.4

77.5

10.6

17.1

35.5

23.1

18.5

22.1

33.3

9.5

16.9

0.9

1.0

7.8

3.1

2.2

3.3

5.7

0.9

3.2

2.1

2.6

2.8

2.3

2.2

2.2

3.0

2.1

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どんな場合でも暴力にあたる 暴力にあたる場合もそうでない場合もある

暴力にあたるとは思わない 無回答
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【前回調査比較】 

前回調査と 比較すると 、「 どんな場合でも 暴力にあたる」 は、〔 ②突き 飛ばす〕 以外のすべての項目

で前回調査より 増加し ており 、 特に〔 ⑨必要な生活費を 渡さ ないなど、 経済的に弱い立場に立たせ

る〕 が 12. 4 ポイ ント 、〔 ③何を言っ ても 、 長期間無視をし 続ける〕 が 7. 5 ポイ ント 、〔 ⑦交友関係を

制限し たり 、携帯電話等を細かく 確認し たり する〕 が 5. 1 ポイ ント 、前回調査から 5 ポイ ント 以上増

加し ています 

一方、「 暴力にあたると は思わない」 は、 前回調査と あまり 差はあり ませんが、〔 ⑨必要な生活費を

渡さ ないなど、 経済的に弱い立場に立たせる〕 が 4. 0 ポイ ント 、 前回調査から 減少し ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「暴力にあたるとは思わない」

①平手で叩いたり、
足で蹴ったりする

③何を言っても、長期間
無視をし続ける

④大声で脅す、怒鳴る

⑤ドアや壁を蹴る、物を投げる

⑧いやがるのに性的な行為を
強要する

②突き飛ばす

⑥大切にしている物を壊す・
捨てる

⑦交友関係を制限したり、携帯電
話等を細かく確認したりする

⑨必要な生活費を渡さないなど、
経済的に弱い立場に立たせる

0.9

1.0

7.8

3.1

2.2

3.3

5.7

0.9

3.2

0.6

1.0

10.4

3.4

2.0

4.5

7.7

1.6

7.2

0 20 40 60 80 100

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）

※「 ⑨必要な生活費を 渡さ ないなど、 経済的に弱い立場に立たせる」 は

前回調査では「 ⑨必要な生活費を渡さ ない」

「どんな場合でも暴力にあたる」

86.3

79.3

53.8

71.5

77.0

72.4

58.0

87.4

77.5

84.7

81.5

46.3

68.6

74.7

68.1

52.9

83.4

65.1

020406080100（％）
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【性別】 

性別でみると 、「 どんな場合でも 暴力にあたる」 は、〔 ⑤ド アや壁を蹴る、 物を投げる〕 が 7. 5 ポイ

ント 、〔 ⑦交友関係を制限し たり 、 携帯電話等を細かく 確認し たり する〕 が 7. 1 ポイ ント 、〔 ④大声で

脅す、 怒鳴る〕 が 6. 5 ポイ ント 、 女性が男性を上回っ ています。  

一方、「 暴力にあたると は思わない」 は男女でほぼ差はなく 、〔 ③何を言っ ても 、 長期間無視をし 続

ける〕 と〔 ⑦交友関係を制限し たり 、 携帯電話等を細かく 確認し たり する〕 が男女と も に 5％を超え

ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「どんな場合でも暴力にあたる」

86.2

78.6

54.1

74.2

80.3

71.3

61.0

88.6

79.0

86.4

80.1

54.1

67.7

72.8

73.5

53.9

86.4

74.9

020406080100（％）

「暴力にあたるとは思わない」

①平手で叩いたり、
足で蹴ったりする

③何を言っても、長期間
無視をし続ける

④大声で脅す、怒鳴る

⑤ドアや壁を蹴る、物を投げる

⑧いやがるのに性的な行為を
強要する

②突き飛ばす

⑥大切にしている物を壊す・
捨てる

⑨必要な生活費を渡さないなど、
経済的に弱い立場に立たせる

⑦交友関係を制限したり、携帯電
話等を細かく確認したりする

1.1

1.3

8.3

2.9

2.4

3.7

5.5

1.5

2.9

0.7

0.7

7.5

3.3

2.1

3.0

6.1

0.2

3.7

0 20 40 60 80 100

女性(n=543)

男性(n=427)

（％）
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７．市の男女共同参画の推進に関する施策について 

（１）「男女共同参画社会」を実現するために行政が力を入れるべきこと 

問 13．男女が互いに尊重しあい、個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」を実現する 

ために、行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。（○はいくつでも） 

 
「 男女共同参画社会」 を実現するために行政が力を入れるべき こ と は、「 就労の場における雇用や

待遇に性別による差別がないよう にする」 が 64. 1％と 6 割半ば近く で最も 高く 、 次いで「 男性も 女

性も 対等に仕事と 家庭の両立ができ るよう な、サービスの充実を図る」（ 61. 5％）、「 子ども の時から 、

家庭や学校で男女平等について教える」（ 61. 3％） が 6 割を超えて続いています。  

前回調査と 比較すると 、「 法律や制度の見直し を行う 」 が 5. 7 ポイ ント 、 前回調査より 増加し てい

ますが、反対に「 配偶者・ 恋人等から の暴力の防止と 被害者の支援をすすめる」 が 10 ポイ ント 以上、

前回調査より 減少し ています。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

就労の場における雇用や待遇に性別による差別がない
ようにする

男性も女性も対等に仕事と家庭の両立ができるような、
サービスの充実を図る

子どもの時から、家庭や学校で男女平等について教える

固定的な性別役割分担についての社会通念、慣習、
しきたりを改めるよう啓発する

国・地方公共団体の審議会委員や管理職など、政策決定
の場に女性を積極的に登用する

法律や制度の見直しを行う

配偶者・恋人等からの暴力の防止と被害者の支援を
すすめる

特にない

その他

無回答

※「 配偶者・ 恋人等から の暴力の防止と 被害者の支援をすすめる」 は前回調査では

「 配偶者・ 恋人等から の暴力、 セク シャ ル・ ハラ スメ ン ト 、 スト ーカ ーなどの暴力の防止と 被害者の支援を すすめる 」

64.1

61.5

61.3

48.6

48.0

38.6

35.7

2.0

3.1

1.6

65.1

61.7

58.5

49.9

45.4

32.9

47.2

1.9

2.3

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70

今回調査(R6)(n=988)

前回調査(R1)(n=966)

（％）
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【性別・性年齢別】 

性別でみると 、〔 女性〕 は「 就労の場における雇用や待遇に性別による差別がないよう にする」、〔 男

性〕 は「 子ども の時から 、 家庭や学校で男女平等について教える」 が最も 高く なっ ています。 また、

「 就労の場における雇用や待遇に性別による差別がないよう にする」 が 7. 6 ポイ ント 、「 配偶者・ 恋

人等から の暴力の防止と 被害者の支援をすすめる」 が 6. 2 ポイ ント 、〔 女性〕 が〔 男性〕 を上回っ て

います。  

性年齢別でみると 、《 女性》 の〔 20 歳代〕 と 〔 40 歳代〕、《 男性》 の 20～50 歳代で「 男性も 女性も

対等に仕事と 家庭の両立ができ るよう な、 サービスの充実を図る」 が最も 高く なっ ており 、 特に《 男

性》 の〔 30 歳代〕 で 7 割半ばを超えています。《 女性》 の〔 30 歳代〕 と 《 男性》 の〔 70 歳以上〕 で

「 子ども の時から 、家庭や学校で男女平等について教える」 が 7 割を超えて最も 高く なっ ています。

また、《 男性》 の〔 60 歳代〕 では「 固定的な性別役割分担についての社会通念、 慣習、 し き たり を改

めるよう 啓発する」 が 6 割に達し 、 他の性年齢より も 高く なっ ています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ｎが少ないもの（本調査では 20 人未満とする）については、記述の対象としません。   

（単位:％）

n

国・地方公共

団体の審議会

委員や管理職

など、政策決

定の場に女性

を積極的に登

用する

固定的な性別

役割分担につ

いての社会通

念、慣習、しき

たりを改める

よう啓発する

就労の場にお

ける雇用や待

遇に性別によ

る差別がない

ようにする

男性も女性も

対等に仕事と

家庭の両立が

できるよう

な、サービス

の充実を図る

配偶者・恋人

等からの暴力

の防止と被害

者の支援をす

すめる

子どもの

時から、家

庭や学校

で男女平

等につい

て教える

法律や制

度の見直

しを行う

特にない その他 無回答

全　体 (988) 48.0 48.6 64.1 61.5 35.7 61.3 38.6 2.0 3.1 1.6

女性 (543) 46.6 47.1 67.6 62.8 38.5 61.7 38.3 2.2 2.4 1.7

男性 (427) 49.4 50.6 60.0 60.0 32.3 60.9 38.6 1.9 3.7 1.6

その他／回答しない (7) 57.1 42.9 42.9 42.9 57.1 42.9 42.9 0.0 28.6 0.0

女性全体 (543) 46.6 47.1 67.6 62.8 38.5 61.7 38.3 2.2 2.4 1.7

18歳・19歳 (13) 46.2 76.9 69.2 84.6 53.8 69.2 46.2 0.0 0.0 0.0

20歳代 (34) 29.4 38.2 64.7 70.6 29.4 38.2 35.3 5.9 8.8 2.9

30歳代 (72) 43.1 56.9 66.7 69.4 31.9 70.8 43.1 4.2 4.2 0.0

40歳代 (72) 37.5 45.8 62.5 68.1 31.9 54.2 40.3 1.4 1.4 2.8

50歳代 (99) 44.4 45.5 67.7 62.6 42.4 64.6 42.4 1.0 2.0 2.0

60歳代 (83) 44.6 43.4 69.9 55.4 32.5 61.4 34.9 1.2 0.0 1.2

70歳以上 (168) 57.1 46.4 70.2 57.7 45.2 63.7 34.5 2.4 2.4 1.8

男性全体 (427) 49.4 50.6 60.0 60.0 32.3 60.9 38.6 1.9 3.7 1.6

18歳・19歳 (8) 50.0 87.5 75.0 62.5 37.5 37.5 62.5 0.0 0.0 0.0

20歳代 (27) 14.8 48.1 37.0 63.0 22.2 40.7 40.7 0.0 11.1 3.7

30歳代 (35) 37.1 40.0 48.6 77.1 34.3 48.6 45.7 2.9 5.7 2.9

40歳代 (55) 47.3 52.7 60.0 67.3 29.1 60.0 36.4 0.0 3.6 0.0

50歳代 (67) 43.3 40.3 49.3 61.2 32.8 56.7 34.3 4.5 7.5 1.5

60歳代 (92) 54.3 60.9 59.8 55.4 37.0 58.7 35.9 2.2 0.0 2.2

70歳以上 (143) 59.4 49.0 71.3 54.5 31.5 72.7 39.9 1.4 2.8 1.4

性
別

女
性
年
齢
別

男
性
年
齢
別
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８．自由回答 

問 14．最後に、男女共同参画社会の実現にあたり、ご意見・ご感想がありましたら、ご自由にお書き

ください。 

 
 

男女共同参画社会の実現について、 183 件の意見等を以下の項目に分類し まし た。  

 

分類項目 件数 
市の男女共同参画の推進に関する施策 52 

男女平等に関する意識 39 

社会参加 19 

就業・仕事 16 

家庭生活 8 

アンケートについて 6 

少子化 4 

その他 39 

計 183 
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Ⅲ 調査結果のまとめ 

１．男女平等に関する意識 

○男女の地位の意識状況は、 すべての項目で『 男性が優遇』 が『 女性が優遇』 を大き く 上回っ てお

り 、 特に〔 政治の場〕、〔 社会通念・ 習慣・ し き たり など〕、〔 社会全体〕 では男性が優遇さ れてい

ると いう 意識がまだ強い状況になっ ています。 また、 女性の方が男性より 、 すべての項目で『 男

性が優遇』 さ れていると いう 意識が高く なっ ています。  

○「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 考え方については、『 反対』 が『 賛成』 を大き く 上回っ ており 、

若い人ほど、「 男は仕事、 女は家庭」 と いう 考え方に『 反対』 し ている割合が高い傾向にあり ま

す。  

○男女共同参画に関する言葉の認知度について、『 知っ ている』 は、〔 ド メ スティ ッ ク・ バイ オレン

ス〕、〔 育児休業・ 介護休業法〕、〔 デート Ｄ Ｖ 〕、〔 男女雇用機会均等法〕、〔 ジェ ンダー〕 が 6 割半

ばを超えて高く なっ ており 、Ｄ Ｖ や法律に労働関係の法律の認知度が高く なっ ています。一方、

「 知ら ない」 は〔 東松山市配偶者暴力相談支援センタ ー〕、〔 東松山市男女共同参画推進条例〕 が

6 割を超えて高く 、 Ｄ Ｖ について相談でき る窓口の認知度を高める必要があり ます。 前回調査と

比べると 、〔 ジェ ンダー〕 や〔 仕事と 生活の調和（ ワーク・ ラ イ フ・ バラ ンス）〕 と いっ た言葉の

認知度が上がっ ています。  

 
 

２．家庭生活 

○男女が家事等に参加し やすく するために必要なこ と は、「 夫婦や家族間でのコ ミ ュ ニケーショ ン

を良く 図る」、「 男性が家事等に参加するこ と に対する男性自身の抵抗感をなく す」、「 労働時間短

縮や休暇制度、テレワーク などの多様な働き 方を普及するこ と で、仕事以外の時間をより 多く 持

てるよう にする」、「 男性による家事等について、職場や周囲の理解を高める」 が 5 割を超えて高

く なっ ています。 特に、 男性の 20～30 歳代では「 労働時間短縮や休暇制度、 テレワーク などの

多様な働き 方を普及するこ と で、仕事以外の時間をより 多く 持てるよう にする」 と いう 多様な働

き 方を求める声が高く なっ ています。  

 
 

３．就業・仕事 

○女性の働き 方についての考え方については、「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ

ムで仕事を続ける」、「 結婚や出産にかかわら ず、仕事を続ける」、「 子育ての時期だけ一時やめ、

その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける」 が 2 割を超えており 、「 結婚や出産にかかわら ず、 仕事を

続ける」 や「 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける」 のフ ルタ イ ムで

仕事を続ける回答が前回調査から 上がっ ています。 女性の 30～40 歳代は「 結婚や出産にかかわ

ら ず、 仕事を続ける」 が 3 割半ば前後と 高く なっ ています。 また、 女性は 60 歳代以下のいずれ

の年齢でも「 子育ての時期だけ一時やめ、その後はパート タ イ ムで仕事を続ける」 が 3 割を超え

ており 、 すべての年齢で男性を上回っ ています。  

○男女が仕事と 家庭の両立ために必要な条件は、「 家族や周囲の理解と 協力があるこ と 」、「 代替要

員の確保など、育児休業・ 介護休業制度を利用でき る職場環境をつく るこ と 」 が 6 割を超えて高

く なっ ています。 前回調査より も「 給与等の男女格差をなく すこ と 」 や「 在宅勤務やフ レッ ク ス

タ イ ム制度など、柔軟な勤務制度を導入するこ と 」 と いっ た労働条件面での項目が上がっ ていま

す。 女性の 30 歳代は「 給与等の男女格差をなく すこ と 」、「 代替要員の確保など、 育児休業・ 介

護休業制度を利用できる職場環境をつく るこ と 」、「 在宅勤務やフ レッ ク スタ イ ム制度など、柔軟

な勤務制度を導入するこ と 」、「 家族や周囲の理解と 協力があるこ と 」 の 4 項目で 7 割を超えて

おり 、 仕事と 家庭の両立に強い関心があるこ と がう かがえます。  
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４．社会参加 

○女性が政策・ 方針を決定する場に進出するために必要なこ と は、「 家事や子育て、 介護などを、

男女がバラ ンスよく 分かち合う こ と 」 や「「 男は仕事、 女は家庭」 などと いう 性別役割分担意識

を解消するこ と 」と いっ た女性を家庭に閉じ 込めてし まう 状況の解消が 6 割台で高く 求めら れて

います。 特に女性の 30 歳代以上では「 家事や子育て、 介護などを、 男女がバラ ンスよく 分かち

合う こ と 」 が 7 割を超えており 、 家事、 子育て、 介護などの家庭生活を男性も と も に負担するこ

と が、 女性が積極的に社会参加するにあたっ て大事なこ と と なり ます。  

 
 

５．暴力 

○Ｄ Ｖ （ ド メ スティ ッ ク・ バイ オレンス） についての意識状況は、 すべての項目で「 どんな場合で

も 暴力にあたる」 が 5 割を超えて最も 高く 、 特に〔 いやがるのに性的な行為を強要する〕 と〔 平

手で叩いたり 、 足で蹴っ たり する〕 は 8 割半ばを超えて高く なっ ています。 前回調査より も〔 必

要な生活費を渡さ ないなど、経済的に弱い立場に立たせる〕、〔 何を言っ ても 、長期間無視をし 続

ける〕、〔 交友関係を制限し たり 、 携帯電話等を細かく 確認し たり する〕 と いっ た、 直接的な暴力

によら ないＤ Ｖ の「 どんな場合でも 暴力にあたる」 と 思う 割合が 5 ポイ ント 以上上がっ ており 、

目には見えない形のＤ Ｖ への理解が浸透し つつあり ます。  

 
 

６．市の男女共同参画の推進に関する施策 

○「 男女共同参画社会」 を実現するために行政が力を入れるべきこ と は、「 就労の場における雇用

や待遇に性別による差別がないよう にする」、「 男性も 女性も 対等に仕事と 家庭の両立ができるよ

う な、 サービスの充実を図る」、「 子ども の時から 、 家庭や学校で男女平等について教える」 が６

割を超えて高く なっ ています。女性は「 就労の場における雇用や待遇に性別による差別がないよ

う にする」 がすべての年齢で 6 割を超えて高く 、就労の場における性差の解消がいまだ大き な課

題と なっ ています。  
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Ⅳ 調査票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

東松山市男女共同参画に関するアンケート 

調 査 票 
 

≪調査ご協力のお願い≫ 

市民の皆様には、日頃より市政にご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。 

本市では、男女が互いに尊重しあい、個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現を目指し、

様々な取組を進めていくための基本計画「ひがしまつやま共生プラン」を策定しています。このアンケート調査

は、その見直しや、今後の市の男女共同参画を推進する上での資料とさせていただくためにお願いするもので

す。 

調査の実施にあたり、市内にお住いの満１８歳以上の男女２，０００人を住民基本台帳より無作為に抽出させ

ていただいた結果、あなた様に調査をお願いすることとなりました。 

ご記入いただいた内容は、統計的に処理します。個々の回答内容や個人情報が公表されることは一切ありま

せんので、率直なご意見をお聞かせください。 

お忙しい折に恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

令和６年９月   東松山市長  森田 光一  

 

【ご記入にあたってのお願い】※郵送かインターネットでお答えください 

 ●郵送の場合 

調査票には、 お名前・ ご住所を記入し ないでく ださ い。  

・ 宛名のご本人がご記入く ださ い。  

 ご本人のご記入が困難な場合は、 ご家族の方などが、 お考えをお聞きの上、 代理で記入し てく ださ い。  

・ 多く の質問は選択式と なっています。 あてはまる選択肢に「 〇」 印を付けてく ださ い。  

 また、 「 その他」 に「 〇」 印を付けた方は、 （  ） に具体的な内容を記入し てく ださ い。  

・ 回答終了後は、 同封の返信用封筒に入れ、 切手を貼ら ずに令和６年９月２７日（金）までにポスト に投函 

し てく ださ い。  

 

 ●インターネットの場合 

・ スマート フ ォ ンから 二次元バーコ ード を読み込むか、  

又は、 下記のＵ Ｒ Ｌ を入力し 、 調査票上部に記載のI D・ パスワード を入力し 、  

専用ページからご回答く ださ い。  

回答は令和６年９月２７日（金）24時までに送信完了し てく ださ い。  

<調査票フォームＵＲＬ> https://www.cz-wee.com/if/higashimatsuyamadanjo.php 

※お送りいただいたご回答は、個人を特定できないよう、取り扱っております。 

※通信サービスの接続料金は、回答される方のご負担となりますのでご了承ください。 

※回答を途中保存する際は、画面右上の「M EN U」を押し、途中終了を選んでからブラウザを閉じてください。 

 

調査に関してのお問合せ先 

東松山市 市民生活部 人権市民相談課  ＴＥＬ：２１－１４１６（直通） 

インターネット回答用ユーザーＩＤ・パスワード 

ユーザーＩＤ  パスワード r6danjo 

<ＱＲコード> 

https://www.cz-wee.com/if/higashimatsuyamadanjo.php
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あなた自身のことについてうかがいます 

問１．あなたの性別を教えてください。（○は１つ） 

１ ． 女性 ２ ． 男性 ３ ． その他／回答し ない 

 
問２．あなたの年齢をお答えください。（○は１つ） 

１ ． １ ８ 歳・ １ ９ 歳 ３ ． ３ ０ 歳代 ５ ． ５ ０ 歳代 ７ ． ７ ０ 歳以上 

２ ． ２ ０ 歳代 ４ ． ４ ０ 歳代 ６ ． ６ ０ 歳代  

 
問３．あなたの職業は次のうちどれにあたりますか。（主なものに○は１つ） 

１ ． 農林業 ５ ． パート ・ アルバイト  ９ ． 無職 

２ ． 自営業 ６ ． 契約社員・ 派遣社員 10．その他（            ） 

３ ． 会社員 ７ ． 学生  

４ ． 公務員 ８ ． 家事・ 育児・ 介護に専業  

 
問４．あなたの世帯は次のうちどれにあたりますか。（○は１つ） 

１ ． ひと り 暮ら し  ４ ． ３ 世代世帯（ 祖父母・ 父母・ 子など）  

２ ． 夫婦・ パート ナーのみ ５ ． その他（               ）  

３ ． ２ 世代世帯（ 親と 子など）   

 

 

男女平等に関する意識についてうかがいます 

問５．あなたのまわりでは、次の場面で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

（項目ごとに○は１つずつ） 

 

 

設 問 

 

 

 

 

項 目   （横方向に回答→） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る 平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る 女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る わ
か
ら
な
い 

① 

 
家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ 6  

② 職場 １ ２ ３ ４ ５ 6  

③ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ 6  

④ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ 6  

⑤ 法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ 6  

⑥ 社会通念・慣習・しきたりなど １ ２ ３ ４ ５ 6  

⑦ 地域活動の場（自治会等） １ ２ ３ ４ ５ 6  

⑧ 社会全体 １ ２ ３ ４ ５ 6  
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問６．あなたは、「男は仕事、女は家庭」という考え方について、どのように思いますか。（○は１つ） 

１ ． 賛成 ４ ． どちら かと いえば反対 

２ ． どちら かと いえば賛成 ５ ． 反対 

３ ． どちら と も いえない  

 

 

問７．あなたは次の言葉を知っていますか。（項目ごとに○は１つずつ） 

 

 

設 問 

 

 

項 目            （横方向に回答→） 

１ ２ ３ ４ 

よ
く
知
っ
て
い
る 

だ
い
た
い
の
意
味
は 

わ
か
る 

聞
い
た
こ
と
が
あ
る 

知
ら
な
い 

① 男女共同参画社会 １ ２ ３ ４ 

② 東松山市男女共同参画推進条例 １ ２ ３ ４ 

③ 男女雇用機会均等法 １ ２ ３ ４ 

④ 育児休業・介護休業法 １ ２ ３ ４ 

⑤ 女性活躍推進法 １ ２ ３ ４ 

⑥ 困難な問題を抱える女性への支援に関する法律（困難女性支援法） １ ２ ３ ４ 

⑦ ジェンダー（社会的・文化的につくられた性別） １ ２ ３ ４ 

⑧ 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス） １ ２ ３ ４ 

⑨ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ：配偶者・家族等からの暴力） １ ２ ３ ４ 

⑩ デートＤＶ（交際相手からの暴力） １ ２ ３ ４ 

⑪ 東松山市配偶者暴力相談支援センター １ ２ ３ ４ 

⑫ パタニティ・ハラスメント（育休を取得する男性へのいやがらせ） １ ２ ３ ４ 
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家庭生活についてうかがいます 

問８．今後、男女がともに家事、育児、介護、地域活動（以下、家事等）に参加しやすくするために、 

どのようなことが必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ ． 男性が家事等に参加するこ と に対する男性自身の抵抗感をなく す 

２ ． 男性が家事等に参加するこ と に対する女性の抵抗感をなく す 

３ ． 夫婦や家族間でのコ ミ ュ ニケーショ ンを良く 図る 

４ ． 年配者や周囲の人が、 夫婦の役割分担について当事者の考えを尊重する 

５ ． 社会の中で、 男性による家事等についても 、 その評価を高める 

６ ． 男性による家事等について、 職場や周囲の理解を高める 

７ ． 労働時間短縮や休暇制度、 テレワーク などの多様な働き 方を普及するこ と で、  

仕事以外の時間をより 多く 持てるよう にする 

８ ． 男性が家事等を行う ための、 仲間（ ネッ ト ワーク ） づく り を進める 

９ ． その他（                               ）  

 
 

就業・仕事についてうかがいます 

問９．女性の働き方について、あなたの考え方は次のどれに近いですか。（近いもの１つに○） 

１ ． 結婚や出産にかかわら ず、 仕事を続ける 

２ ． 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はフ ルタ イ ムで仕事を続ける 

３ ． 子育ての時期だけ一時やめ、 その後はパート タ イ ムで仕事を続ける 

４ ． 子ども ができ るまでは仕事をし て、 子ども ができ たら 家事や子育てに専念する 

５ ． 結婚するまでは仕事をし て、 結婚後は家事に専念する 

６ ． 仕事はし ない 

７ ． その他（                               ）  

 
問10．男女が共に仕事と家庭の両立をするには、どのような条件が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

１ ． 給与等の男女格差をなく すこ と  

２ ． 年間労働時間を短縮するこ と  

３ ． 代替要員の確保など、 育児休業・ 介護休業制度を利用でき る職場環境をつく るこ と  

４ ． 育児や介護のために退職し た人をも と の会社で再雇用する制度を導入するこ と  

５ ． 育児休業・ 介護休業中の賃金その他の経済的支援を充実するこ と  

６ ． 地域の保育施設や保育時間の延長など保育を充実するこ と  

７ ． 在宅勤務やフ レッ ク スタ イ ム制度など、 柔軟な勤務制度を導入するこ と  

８ ． 職業上、 必要な知識・ 技術等の職業訓練を充実するこ と  

９ ． 家族や周囲の理解と 協力があるこ と  

10． 家事や育児を行う 能力を高めるこ と  

11． その他（                               ）  
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 社会参加についてうかがいます 

問 11．女性が、政策・方針を決定する場に進出するために、どのようなことが必要だと思いますか。 

（○はいくつでも） 

１ ． 自治会など地域団体の長や役員に女性を増やすこ と  

２ ． 家事や子育て、 介護などを、 男女がバラ ンスよく 分かち合う こ と  

３ ． 女性の学習・ 研修・ 能力開発をする機会を充実さ せるこ と  

４ ． 男性が男女共同参画について学ぶ機会を充実さ せるこ と  

５ ． 女性自身が、 政策・ 方針を決定する場に参画するこ と への関心を高めるこ と  

６ ．「 男は仕事、 女は家庭」 などと いう 性別役割分担意識を解消するこ と  

７ ． その他（                               ）  

 

 

暴力についてうかがいます 
 

問 12．次の①～⑨のようなことが配偶者等（事実婚や別居中を含む）や、交際相手の間で行われた場合、 

それをどのように感じますか。あなたの考えに近いものを選んでください。（項目ごとに○は１

つずつ） 

 

 

設 問 

 

 

 

項 目               （横方向に回答→） 

１ ２ ３ 

ど
ん
な
場
合
で
も 

暴
力
に
あ
た
る 

暴
力
に
あ
た
る
場
合
も 

そ
う
で
な
い
場
合
も
あ

る 暴
力
に
あ
た
る
と
は 

思
わ
な
い 

① 平手で叩いたり、足で蹴ったりする １ ２ ３ 

② 突き飛ばす １ ２ ３ 

③ 何を言っても、長期間無視をし続ける １ ２ ３ 

④ 大声で脅す、怒鳴る １ ２ ３ 

⑤ ドアや壁を蹴る、物を投げる １ ２ ３ 

⑥ 大切にしている物を壊す・捨てる １ ２ ３ 

⑦ 交友関係を制限したり、携帯電話等を細かく確認したりする １ ２ ３ 

⑧ いやがるのに性的な行為を強要する １ ２ ３ 

⑨ 必要な生活費を渡さないなど、経済的に弱い立場に立たせる １ ２ ３ 
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 市の男女共同参画の推進に関する施策についてうかがいます 

問 13．男女が互いに尊重しあい、個性と能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」を実現するため

に、 

行政はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。（○はいくつでも） 

１ ． 国・ 地方公共団体の審議会委員や管理職など、 政策決定の場に女性を積極的に登用する 

２ ． 固定的な性別役割分担についての社会通念、 慣習、 し きたり を改めるよう 啓発する 

３ ． 就労の場における雇用や待遇に性別による差別がないよう にする 

４ ． 男性も 女性も 対等に仕事と 家庭の両立ができるよう な、 サービスの充実を図る 

５ ． 配偶者・ 恋人等から の暴力の防止と 被害者の支援をすすめる 

６ ． 子ども の時から 、 家庭や学校で男女平等について教える 

７ ． 法律や制度の見直し を行う  

８ ． 特にない 

９ ． その他（                               ）  

 

 
 

問 14．最後に、男女共同参画社会の実現にあたり、ご意見・ご感想がありましたら、ご自由にお書きく

ださい。 

 
 
 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

この調査票は、三つ折りにし、同封の返信用封筒に入れて９月 27 日(金) 
までに郵便ポストへご投函ください。 

なお、インターネットにて回答された方は、郵送での回答は不要です。 

 
 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

東松山市男女共同参画に関するアンケート 

調査報告書 

 
令和７年１月 

 

発 行 東松山市役所 市民生活部 人権市民相談課 
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